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⑩割石に刻印された三ツ星紋。他二つの三ツ
　星紋は手つかずの自然石に刻印されていま
　すが、この三ツ星紋は矢割石に記されてい
　ます。他二つの三ツ星紋同様、大型の刻印
　で標識紋のようですが、どうして矢割りさ
　れてしまったのか不思議です。

⑪徳三丸本社、道を隔てた竹林上部に位置す
　る丁場跡の刻印石。風化により薄くなって
　いますが井形の刻印が確認出来ます。
　この付近の丁場跡は「東伊豆町の築城石」
　に記載が無く、向山石丁場と思われていま
　したが地図上、本林丁場群とするのが違和
　感なく、新発見の丁場跡と思われます。

⑫志津摩川支流に向かう沢跡に細長く続く丁
　場跡。上部には矢穴石、下部方向には矢割
　石が点在、南側尾根の先はミカン畑が広が
　ります。

⑬⑪⑫同様、新発見と思われる丁場跡の矢割
　石。周辺には大小の自然石が有り、一部矢
　穴跡が確認されています。土砂埋まった石、
　蔦に絡まった石が多くあり、どの程度の丁
　場であったのか把握出来ていません

⑭徳造丸本社付近の国道を横切り、志津摩海
　岸に向かう畦道脇の矢割石。向山丁場群と
　思われ、周辺の石垣にも矢割石が確認出来
　ますが丁場跡の痕跡は無く、周囲の畑造成
　のため多くの矢穴石、矢割石が砕かれて利
　用されたと思われます。失われた丁場跡の
　残骸ではないでしょうか。

⑮志津摩海岸に向かう畦道脇の沢、上部の矢
　割石。大型の割石で横幅は約２ｍ。一部、
　土砂に埋まり、蔦が絡まっているため全貌
　が把握出来ず、角石削りだし途中の可能性
　もあります。

⑯稲取より国道 135 号線を下田方向、カレー
ハウス向山の手前約 20 メートルの国道脇、
いくつかの矢割石が点在しています。この周
辺も丁場跡と思われる地形を成しているので
すが、畑造成の跡が有り、多くの矢穴石、矢
割石が砕かれ、石垣に利用されたようです。

⑰志津摩海岸、一際目立つ巨石に刻まれた矢
　穴跡。満潮時には海水が被り浸食されてい
　ますが、矢穴と判る状態が残っているため、
　かなり大型の矢穴が開けられたと思われま
　す。

⑱志津摩海岸、お船石付近の矢割石。このエ
　リアは見高方向に向かっておびただしい数
　の矢穴石、矢割石が点在しています。
　志津摩海岸の他、稲取地区の多くの海岸線
　沿いで採石跡、運搬跡が見られ、磯脇石丁
　場周辺では運搬の際、落下させたと思われ
　る角石や櫓を建てた柱を支える礎石も発見
　されています。

四百年の時を刻んだ石工達の息吹が聞こえる。
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